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どの子もできるようになる向山型算数
～向山の教材研究ノート～

第５巻
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実物資料集

私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
　実際の印刷物は高解像度の図版を使用して印刷いたします。
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解　　説

「向山型算数」は、算数の指導法に革命を起こした。

それまでは（いや、今でも）、算数の授業では次のようなことが根強く言われている。

１　教科書は最初から見せないほうがよい。

２　子どもたちに合った課題を教師が考えて与えるべきである。

３　最初は子どもたちに「自力解決」させることが大切である。

４　みんなで話し合わせ、「練り上げ」ることが大切である。

５　板書は「構造的」に書き、１時間の足跡を残すのがよい。

無論、上のような指導法が良い結果を出しているケースもたくさんあるのだろう。

指導法というのは、授業のねらいや児童の実態等によって様々あってよい。当然の

ことだ。

向山氏の算数指導法は、上記の指導法と、すべて全く「正反対」である。教科書

を授業の最初から最後まで見せる。教科書の問題をそのまま解かせる。最初は例題

を一緒に解く。話し合いはほとんどしない。板書は全く構造的ではない。

そして、子どもたちは「算数が大好き」になる。勉強のできなかった子、それま

では 10点、20点しかとれなかった子が 90点、100点を取るようになる。算数のノー

トはとても丁寧で美しくなる。「算数の時間が待ち遠しい」という子が続出する。

現在では、「算数の教科書をしっかりと扱うことの重要性」を説く大学の研究者も

かなり存在する。

全国の学校は、こうした教室の事実にもまた謙虚に耳を傾け、少なくとも検証だ

けはしてみる態度を持つべきである。

この巻の資料は、向山氏が最初に算数ＴＴを構想したときのノートと、児童のノー

トから始まる。分析にはまさに格好の素材だ。

向山型算数指導法は、なぜ子どもを熱中させ、
力を伸ばすのか

谷　和樹

授業記録
〜『教育トークライン』1998 年６月号より〜
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（１）授業記録　〜『教育トークライン』1998 年６月号より〜 ３
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向山氏の教材研究ノート
「ノートの書き方の基本」

１. 教室から生み出された向山型算数
向山の教材研究ノート
「4年 大きな数」1997

（４）解説　木村重夫　〜『教育トークライン』1998 年６〜８月号より〜 ５

６
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（１）第１時　授業のはじめにどのようなルールをつくるか
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（１）第１時　授業のはじめにどのようなルールをつくるか
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（１）第１時　授業のはじめにどのようなルールをつくるか
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林　健広

18 ページのノートは、1997 年 4 月 26 日から書かれたノートのようだ。しかし、

ノートの中味は、1997 年の実践だけではない。

1995 年、1996 年のノートがコピーされ、貼り付けられている。

つまり、３年間の実践が、ノートに蓄積されたものだ。

向山氏は、３年間とも、「ノートの使い方」や「持ちもの」のルールを、1 時間

目で教えている。

1995 年では 3 つ。「①ミニ定規を使うこと」「②消しゴムはノート、テストには使

わない」「③シャーペン禁止」とある。

1996 年では 8 つ。「①ページ、日付」「②計算と計算は 1 行 or ２行あける」「③

計算はすべて、きちんと書く」「④赤えんぴつ」「⑤消しゴム（１回しかつかえない）」

「⑥ミニ定ぎ」「⑦シャーペン ×」「⑧かけ算九九表」とある。

1997 年では 5 つ。「①赤えんぴつ」「②消しゴム」「③ミニ定ぎ」「④忘れた人は借

りてはいけない」「⑤かけ算九九表をもつ」とある。

つまり、「ノートの使い方」「持ち物」のルールは、授業開きのときに、必ず教え

ていたのだ。

しかし、教える内容は、年度によって変化している。

3 年間とも教えていることは、2 つだ。大事な大事な原則である。

ミニ定ぎで線を引く。

消しゴムは、1 回しか使えない。　

実践が変化したところはどこか。

実践が変化しなかったところはどこか。

この視点で資料を読むと、分析はさらに深まっていく。

３年間の実践　同じところはどこか？
違うところはどこか？

解説コラム １
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